
死
桓
武
天
皇
、
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
八
月
「
庚
寅
、
中
納
言
従
三
位
大
伴
宿

禰
家
持
死
、
…
…
坐
二
氷
上
川
継
反
事
一
、
免
移
二
京
外
一
、
有
ン
詔
宥
ン
罪
、
復
二

の
参
議
春
宮
大
夫
一
、
以
二
本
官
一
出
為
二
陸
奥
按
察
使
一
、
居
無
ン
幾
、
拝
二
中
納
言
一
、

春
宮
大
夫
如
し
故
、
死
後
廿
余
日
、
其
屍
未
ン
葬
、
大
伴
継
人
、
竹
良
等
殺
二
種

持
継
一
、
事
発
覚
下
し
獄
、
案
二
験
之
一
、
事
連
二
家
持
等
一
、
由
ン
是
追
除
ン
名
、
其
息

永
主
等
並
処
ン
流
焉
」
。

家
家
持
の
生
涯
を
知
る
た
め
に
は
、
右
の
死
伝
は
、
生
別
の
幾
つ
か
の
記
録
に

よ
っ
て
委
細
を
補
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
迂
曲
・
波
潤
に
富

ん
だ
人
生
の
行
程
を
推
測
せ
し
め
る
よ
す
が
に
は
な
る
。
周
知
の
と
お
り
、
万

葉
集
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
春
正
月
一
日
の
因
幡
国
庁
に
お
け
る
家
持

の
作
品
を
も
っ
て
終
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
三
度
の
失
脚
が
彼
の

人
生
を
見
舞
う
。
因
幡
守
か
ら
中
務
大
輔
に
栄
転
し
な
が
ら
、
天
平
宝
字
八
年

（
七
六
四
）
に
は
、
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
恵
美
押
勝
の
失
墜
に
関
連
し
て
、
薩

摩
守
に
左
遷
さ
れ
る
。
こ
れ
が
失
脚
の
第
一
回
。
そ
し
て
、
二
回
、
三
回
目

が
、
右
の
記
事
に
も
見
ら
れ
る
、
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
正
月
の
氷
上
川
継
の

１

謀
反
に
連
坐
し
て
の
そ
れ
と
、
死
後
発
覚
の
中
納
言
藤
原
種
継
射
殺
事
件
に
連

■Ⅱ■■■■

家

持

の

死

坐
し
て
の
そ
れ
と
で
あ
る
。
最
初
の
と
き
は
左
遷
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
二

回
目
は
「
免
移
二
京
外
己
、
三
回
目
は
「
追
除
し
名
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
ｒ

か
な
り
に
き
び
し
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
二
度
目
の
失
脚
後
、
参
議
・
東

宮
大
夫
に
復
せ
ら
れ
た
家
持
が
、
「
以
二
本
宮
一
出
為
二
陸
奥
按
察
使
一
、
居
無
ン

幾
拝
二
中
納
言
一
」
と
い
う
点
（
Ａ
）
と
、
三
度
目
に
こ
う
む
っ
た
「
其
息
永
主

等
並
処
ン
流
焉
」
と
い
ぶ
処
刑
の
点
（
Ｂ
）
と
で
あ
る
。
問
題
を
わ
か
り
や
す

く
か
い
つ
ま
む
と
、
伽
前
文
に
お
い
て
、
中
納
言
を
拝
し
た
家
持
は
京
に
帰
っ

た
の
か
ど
う
か
。
⑧
死
後
二
十
余
日
も
葬
ら
れ
な
か
っ
た
遺
体
も
、
息
永
主
と

と
も
に
配
流
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
側
、
側

の
解
決
は
、
お
の
ず
か
ら
に
し
て
家
持
の
死
亡
場
所
、
ま
た
死
後
処
理
の
事
情

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
伽
の
問
題
を
考
え
て
行
き
、

㈲
の
考
究
は
本
稿
の
最
後
に
ま
わ
す
こ
と
に
す
る
。

右
に
引
い
た
伽
の
死
伝
記
事
の
「
為
二
陸
奥
按
察
使
一
」
・
「
拝
二
中
納
言
一
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
個
所
に
お
い
て
、
「
（
延
暦
元
年
六
月
）
戊
辰
、
春
宮
大

夫
従
三
位
大
伴
宿
禰
家
持
為
二
兼
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将
軍
一
」
・
「
（
延
暦
二
年

七
月
）
甲
午
、
従
三
位
大
伴
宿
禰
家
持
為
二
中
納
言
一
春
宮
大
夫
如
し
故
」
と
つ

づ
ら
れ
て
お
り
、
家
持
が
参
議
従
三
位
兼
春
宮
大
夫
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将
軍
と

川

口

常

孝



し
て
、
出
で
て
任
地
に
居
た
こ
と
は
、
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
余
地
が
な
い
。
事

２

実
、
続
紀
は
、

延
暦
三
年
二
月
己
丑
、
従
三
位
大
伴
宿
禰
家
持
為
二
持
節
征
東
将
軍
毛

延
暦
四
年
四
月
辛
未
、
中
納
言
従
三
位
兼
春
宮
大
夫
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将

軍
大
伴
宿
禰
家
持
等
言
、
名
取
以
南
一
十
四
郡
、
僻
在
二
山
海
（
去
ン
塞
懸

遠
、
属
し
有
二
徴
発
一
不
し
会
二
機
急
｛
由
ン
是
権
置
二
多
賀
、
階
上
二
郡
一
、
募
弐

集
百
姓
一
足
二
人
兵
於
国
府
一
設
二
防
禦
於
東
西
『
誠
是
備
二
預
不
虞
一
推
到
鋒

万
里
一
者
也
、
但
以
、
徒
有
二
開
設
之
名
｛
未
し
任
統
領
之
人
一
百
姓
顧
望
、

無
し
所
ン
係
し
心
、
望
請
、
建
為
二
真
郡
一
備
割
置
官
員
一
、
然
則
民
知
二
統
摂

死

之
帰
《
賊
絶
二
窺
稼
之
望
《
許
ン
之
。

の
記
録
を
と
ど
め
て
お
り
、
こ
と
に
多
賀
、
階
上
二
郡
の
建
置
を
請
う
た
ご
と

の
ぎ
は
、
現
地
将
軍
の
判
断
要
請
に
俟
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
中
央
高
官
の
デ
ス
ク

・
プ
ラ
ン
で
は
あ
り
え
な
い
。
死
の
四
ケ
月
ま
え
ま
で
は
、
家
持
が
鎮
守
府
に

持
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

当
時
、
陸
奥
の
国
府
は
多
賀
城
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
按
察
使
は
一
国
の
国
守

・
家
を
そ
れ
に
あ
て
、
隣
国
を
監
督
せ
し
め
る
の
が
、
按
察
使
を
は
じ
め
て
置
い
た

養
老
三
年
（
七
一
九
）
以
来
の
定
め
で
あ
っ
た
か
ら
、
陸
奥
守
家
持
は
隣
国
出

羽
を
も
管
し
て
多
賀
城
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
陸
奥
按
察
使
は
按
察
使

設
置
の
養
老
三
年
の
記
事
に
は
見
え
ず
、
翌
養
老
四
年
九
月
、
蝦
夷
が
反
乱
を

お
こ
し
て
按
察
使
正
五
位
上
上
毛
野
朝
臣
広
人
を
殺
害
し
た
の
が
、
陸
奥
按
察

使
の
史
上
に
お
け
る
初
見
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
天
平
勝
宝
（
七
四
九
’
七

五
六
）
ご
ろ
に
な
る
と
、
参
議
の
よ
う
な
重
要
な
京
官
を
帯
し
た
も
の
が
按
察

使
と
な
っ
て
お
り
、
も
と
も
と
常
置
の
職
で
あ
る
も
の
が
、
巡
察
使
と
同
様

に
、
臨
時
に
派
遣
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
家
持
も
ま
た

参
議
に
し
て
按
察
使
に
任
じ
た
の
で
、
彼
の
派
遣
も
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
蝦

夷
経
営
が
、
延
暦
二
十
一
年
（
八
○
二
）
、
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
っ
て
酋
長
降

服
の
奏
上
が
な
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
、
そ
の
お
り
お
り
の
派
遣
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
多
く
の
例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
こ
ろ
は
蝦
夷
の
騒
擾
が
踵
を

接
し
て
お
こ
っ
た
時
期
で
、
和
銅
二
年
（
七
○
九
）
以
降
、
兵
を
お
こ
す
こ
と

百
年
に
お
よ
ん
だ
。
も
と
も
と
按
察
使
は
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
六
月
十
日

の
太
政
官
奏
に
「
国
郡
官
人
、
漁
。
猟
黎
一
要
擾
．
乱
朝
憲
一
故
置
二
按
察
使
『
糺
副

弾
非
違
｛
粛
。
清
軒
詐
こ
と
あ
る
ご
と
く
、
地
方
官
の
政
迩
を
観
察
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
東
国
が
多
事
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
陸
奥
、
出
羽
按
察
使
の

姿
は
お
の
ず
か
ら
変
ら
ざ
る
を
え
ず
、
こ
こ
に
陸
奥
按
察
使
が
鎮
守
将
軍
を
兼

ね
る
事
態
を
招
致
し
た
の
で
あ
る
。
和
銅
二
年
三
月
は
じ
め
て
征
夷
将
軍
を

任
じ
た
と
き
は
、
陸
奥
の
方
を
陸
奥
鎮
東
将
軍
、
越
後
の
方
を
征
越
後
蝦
夷
将

軍
と
称
し
た
が
、
陸
奥
鎮
東
将
軍
は
以
後
、
持
節
征
夷
将
軍
（
養
老
四
年
九

月
）
、
持
節
大
将
軍
（
神
亀
元
年
四
月
）
、
征
夷
将
軍
（
神
亀
二
年
閏
正
月
）
な

ど
と
呼
ば
れ
、
ま
た
征
越
後
蝦
夷
将
軍
は
、
征
狄
将
軍
（
和
銅
二
年
九
月
）
、

持
節
鎮
狄
将
軍
（
養
老
四
年
九
月
）
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
が
宝
亀
十
一
年

（
七
八
○
）
三
月
二
十
八
日
、
中
納
言
従
三
位
藤
原
朝
臣
種
継
を
征
東
大
使
、

正
五
位
上
大
伴
宿
禰
益
立
、
従
五
位
上
紀
朝
臣
古
佐
美
を
副
使
と
な
す
に
あ
た

っ
て
、
翌
日
、
別
途
に
従
五
位
下
大
伴
宿
禰
真
綱
を
陸
奥
鎮
守
副
将
軍
と
し
、

従
五
位
上
安
倍
朝
臣
家
麻
呂
を
出
羽
鎮
狄
将
軍
と
し
た
。
ま
た
右
の
副
使
益
立

を
兼
陸
奥
守
と
し
た
℃
か
く
て
征
東
大
使
は
鎮
守
府
将
軍
を
兼
ね
る
と
と
も

に
、
陸
奥
守
は
も
と
よ
り
、
出
羽
鎮
狄
将
軍
を
も
管
下
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
出
羽
鎮
狄
将
軍
は
越
後
蝦
夷
将
軍
の
地
域
的
移
動
・
拡
充
で
あ

り
、
も
と
も
と
按
察
使
の
制
度
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
征
東
大
使
は
出
羽

を
も
含
め
て
奥
羽
を
一
つ
の
広
域
行
政
体
と
し
て
組
織
す
る
、
そ
の
長
た
る
の

資
格
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
家
持
が
持
節
征
東
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
の



は
、
こ
の
よ
う
に
征
東
大
使
の
位
置
・
権
限
が
確
立
し
た
後
で
あ
る
。
家
持

は
、
は
じ
め
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
翌
々
年
、
重
ね
て
持
節
征

東
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
持
節
征
東
将
軍
」
は
「
持
節
征
東

大
使
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

当
時
、
蝦
夷
の
鎮
定
は
難
事
中
の
難
事
で
あ
っ
た
。
大
使
や
副
将
軍
の
更
迭

が
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
、
戦
況
・
治
安
を
奏
言
す
る
た
び
に
、
「
使
等
延
遅
、
既

（註１）

失
二
時
宜
一
」
と
い
っ
た
勅
読
を
こ
う
む
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
家
持
の
前
任

者
は
宝
亀
十
一
年
九
月
二
十
三
日
任
命
の
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
小
黒
麻
呂
で
あ

る
が
、
家
持
と
小
黒
麻
呂
の
へ
だ
た
り
は
二
年
足
ら
ず
、
小
黒
麻
呂
と
そ
の
前

死
任
者
種
継
と
の
へ
だ
た
り
は
わ
ず
か
に
半
年
で
あ
る
。
し
か
も
二
一
人
と
も
に
征

東
大
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
央
政
界
の
事
情
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
更

の
迭
の
頻
繁
さ
か
ら
し
て
も
、
蝦
夷
治
定
に
手
を
や
い
た
政
府
の
苦
境
が
察
し
ら

れる。〃

持
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
家
持
は
按
察
使
鎮
守
将
軍
拝
命
の
翌
年
、
中

納
言
に
補
さ
れ
た
。
そ
し
て
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
延
暦
四
年
四
月
七
日
に
、

家
多
賀
、
階
上
二
郡
の
建
置
を
請
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
鎮
守
将
軍
任
命
か
ら
建

置
奏
請
ま
で
は
二
年
十
ヶ
月
で
あ
る
か
ら
、
着
女
と
手
を
う
ち
、
そ
の
治
績
は

ほ
ぼ
あ
が
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
騒

擾
の
渦
中
に
あ
っ
て
は
、
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
や
す
く

帰
京
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
し
か
に
中
納
言
は
要
職
で
あ
る

が
、
定
員
三
人
を
擁
し
て
お
り
、
和
銅
二
年
任
命
の
巨
勢
朝
臣
麻
呂
も
現
地
に

あ
っ
て
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
陸
奥
の
地
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
し
、

種
継
も
中
納
言
従
三
位
を
も
っ
て
征
東
大
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
征
夷
（
東
）

将
軍
が
虚
職
と
な
る
の
は
東
北
静
證
の
後
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
大
同
二
年

３

（註２）

（
八
○
七
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
参
議
で
あ
ろ
う
と
中
納
言
で
あ
ろ
う
と
、

彼
等
は
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
踏
み
と
ど
ま
り
、
政
府
永
年
の
懸
案
た
る
蝦
夷
問

題
の
解
決
に
力
を
致
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

延
暦
四
年
四
月
七
日
現
在
、
中
納
言
家
持
は
現
地
に
い
た
。
そ
れ
な
ら
、
死

ま
で
の
四
ケ
月
有
余
日
の
間
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
解
決
を
急
ぐ
ま

え
に
、
多
賀
城
ｌ
鎮
守
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
瞥
見
を
加
え
て
お
こ
う
。

一一

多
賀
城
を
は
じ
め
て
置
い
た
の
は
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
た
て
ら

れ
た
多
賀
城
碑
に
よ
る
と
、
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
で
あ
る
。
こ
の
碑
に
つ
い

（註３）

て
は
偽
作
説
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
続
紀
、
養
老
六
年
（
七
二
二
）
の
条
に
、

「
（
八
月
）
丁
卯
、
令
下
諸
国
司
、
簡
副
点
柵
戸
一
千
人
｛
配
巾
陸
奥
鎮
所
土
焉
」

と
あ
る
「
鎮
所
」
（
鎮
守
府
）
を
多
賀
城
と
見
れ
ば
、
こ
の
と
き
す
で
に
多
賀

城
の
実
質
は
存
在
し
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
多

賀
柵
」
が
続
紀
に
は
じ
め
て
見
え
る
天
平
九
年
（
七
三
七
）
の
こ
ろ
は
、
多
賀

が
律
令
政
権
の
蝦
夷
に
対
す
る
橋
頭
塗
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
国
司

も
鎮
守
府
将
軍
も
こ
の
地
に
あ
っ
て
陸
奥
統
治
や
蝦
夷
の
鎮
撫
に
あ
た
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
地
を
陸
奥
経
営
の
根
拠
地
た
ら
し
め
た
功
績
は
、
ひ
と

え
に
名
将
大
野
朝
臣
東
人
の
力
に
帰
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
東
人
は
、

壬
申
の
乱
に
近
江
朝
の
将
軍
と
し
て
活
躍
し
た
大
野
果
安
の
子
で
、
神
亀
元
年

か
ら
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
参
議
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
、
少
な
く
と
も
十
六

年
の
間
、
征
夷
の
事
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
東
人
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
多

賀
城
は
、
南
北
十
町
（
一
、
○
八
○
メ
ー
ト
ル
）
、
東
西
八
町
（
八
六
四
メ
ー

ト
ル
）
の
結
構
を
も
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
宝
亀
十
一
年
（
七
八
○
）
以

前
の
多
賀
に
つ
い
て
は
「
多
賀
柵
」
と
記
さ
れ
、
「
多
賀
城
」
の
文
字
の
使
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
国
府
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
に
は
、
な



お
い
く
ば
く
の
年
月
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
柵
」
と
「
城
」
は
「
城

４

柵
」
と
熟
す
語
で
あ
る
が
、
柵
塁
と
城
砦
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
の
ご
と
き
を
、

や
は
り
両
者
の
間
に
認
む
く
き
か
と
思
わ
れ
る
。
柵
は
木
柵
の
保
塁
で
あ
る
。

こ
の
城
府
に
家
持
は
、
征
東
大
使
、
鎮
守
府
将
軍
と
し
て
あ
っ
た
。
東
人
は

十
六
年
の
在
任
の
後
、
参
議
と
し
て
都
に
帰
っ
た
。
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、

家
持
前
後
の
将
軍
は
参
議
、
中
納
言
に
し
て
辺
境
の
地
に
出
で
、
ま
た
そ
こ
に

と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
に
蝦
夷
治
定
の
困
難
さ
の
歴
史
が
か
え
り
み
ら
れ
る
。
家

持
の
多
賀
、
階
上
二
郡
の
建
置
奏
請
は
、
こ
の
困
難
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
の

ひ
と
つ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

死
そ
の
困
難
に
処
し
て
、
死
の
四
ヶ
月
ま
え
か
ら
死
ま
で
の
間
、
家
持
は
鎮
守

府
に
い
た
の
か
い
な
か
っ
た
の
か
。
家
持
最
晩
年
の
居
住
地
と
死
去
の
場
所
と

の
が
さ
ぐ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

続
紀
に
は
徴
す
べ
き
な
に
も
の
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
迂
遠
な
方
法
で
あ
る

持
が
、
和
銅
二
年
以
降
の
任
陸
奥
鎮
守
将
軍
、
任
越
後
・
出
羽
鎮
狄
将
軍
、
ま
た

任
征
東
大
使
の
記
事
を
続
紀
か
ら
拾
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
派
遣
さ
れ
た
将

家
軍
た
ち
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
帰
京
、
も
し
く
は
転
任
し
た
か
の
し
め
く
く
り

、

、

、

、

、

の
ほ
ど
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
も
し
帰
京
・
転
任
の
記
事
が
な
い
な
ら
ば
、
そ

こ
に
な
ん
ら
か
の
事
情
の
伏
在
が
考
え
ら
れ
も
し
よ
う
か
ら
で
あ
る
。

和
銅
二
年
（
七
○
九
）
三
月
に
は
じ
ま
っ
て
、
弘
仁
二
年
（
八
二
）
十
二

月
、
蝦
夷
鎮
撫
完
了
の
詔
が
発
せ
ら
れ
る
に
至
る
ま
で
に
任
命
さ
れ
た
大
使
、

将
軍
た
ち
の
氏
名
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

⑪
和
銅
二
年
（
七
○
九
）
三
月
陸
奥
鎮
東
将
軍
巨
勢
朝
臣
麻
呂

越
後
蝦
夷
将
軍
佐
伯
宿
禰
石
湯

②
養
老
四
年
（
七
二
○
）
九
月
持
節
征
夷
将
軍
多
治
比
真
人
県
守

持
節
鎮
狄
将
軍
阿
倍
朝
臣
駿
河

③
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月
持
節
大
将
軍
（
征
夷
持
節
大
使
）
藤
原
朝

臣
宇
合

鎮
狄
将
軍
小
野
朝
臣
牛
養

③
天
平
九
年
（
七
三
三
）
二
月
陸
奥
持
節
大
使
藤
原
朝
臣
麻
呂
（
任
命
の
記

事なく発遮の記事がある）

鎮
守
将
軍
大
野
朝
臣
東
人

⑤
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
六
月
陸
奥
鎮
守
将
軍
大
伴
宿
禰
古
麻
呂

⑥
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
○
）
正
月
陸
奥
国
按
察
使
兼
鎮
守
将
軍
藤
原
恵
美

朝
臣
朝
蟷
（
任
命
の
記
事
な
く
「
勅
日
・
一
の
中

に出る）

、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
九
月
鎮
守
将
軍
田
中
朝
臣
多
太
麻
呂

⑧
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
閏
三
月
陸
奥
守
兼
鎮
守
将
軍
佐
伯
宿
禰
美
濃

側
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
七
月
陸
奥
国
鎮
守
将
軍
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂

⑩
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
十
二
月
陸
奥
鎮
守
将
軍
紀
朝
臣
広
純
（
任
命
の
記
事

なく奏言の記事がある）

⑪
宝
亀
十
一
年
（
七
八
○
）
三
月
征
東
大
使
藤
原
朝
臣
継
縄

出
羽
鎮
狄
将
軍
安
倍
朝
臣
家
麻
呂

⑫
宝
亀
十
一
年
（
七
八
○
）
九
月
持
節
征
東
大
使
藤
原
朝
臣
小
黒
麻
呂

⑬
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
六
月
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将
軍
大
伴
宿
禰
家
持

延
暦
三
年
（
七
八
四
）
二
月
持
節
征
東
将
軍
大
伴
宿
禰
家
持

⑭
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
閏
五
月
陸
奥
鎮
守
将
軍
百
済
王
俊
哲
（
任
命
の
記
事

なく左降の記事がある）

⑮
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
七
月
征
東
大
使
紀
朝
臣
古
佐
美

⑱
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
七
月
征
夷
大
使
大
伴
宿
禰
弟
麻
呂

⑰
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
九
月
陸
奥
鎮
守
将
軍
百
済
王
俊
哲
（
再
任
）



⑱
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
十
月
鎮
守
将
軍
坂
上
大
宿
禰
田
村
麻
呂

延
暦
二
十
三
年
（
八
○
四
）
正
月
征
夷
大
将
軍
坂
上
大
宿
禰
田
村
麻
呂

⑬
大
同
四
年
（
八
○
九
）
正
月
陸
奥
鎮
守
将
軍
佐
伯
宿
禰
耳
麻
呂

鋤
弘
仁
二
年
（
八
二
）
四
月
征
夷
将
軍
文
室
朝
臣
綿
麻
呂

こ
れ
ら
の
う
ち
帰
京
・
転
任
の
記
事
が
見
え
な
い
の
は
、
㈹
の
巨
勢
朝
臣
麻

呂
、
④
の
藤
原
朝
臣
麻
呂
、
⑨
の
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
、
⑬
の
大
伴
宿
禰
家

持
、
⑰
の
百
済
王
俊
哲
の
五
人
で
あ
る
。
⑧
の
佐
伯
宿
禰
美
濃
は
鎮
守
府
将
軍

任
命
の
翌
年
、
右
京
大
夫
に
補
せ
ら
れ
て
い
て
、
⑪
の
藤
原
朝
臣
継
縄
の
兼
中

務
卿
、
兼
左
京
大
夫
の
よ
う
に
現
任
の
ま
ま
の
兼
務
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
継

死
縄
は
後
の
記
事
に
よ
っ
て
帰
京
が
明
ら
か
で
あ
る
）
、
「
兼
」
の
文
字
の
な
い
以

上
、
帰
京
し
て
そ
の
任
に
つ
い
た
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

の
こ
れ
は
帰
京
・
転
任
の
記
事
な
き
も
の
に
は
加
え
な
い
。
他
は
任
免
そ
の
他
の

紀
文
に
徴
し
て
、
帰
京
・
転
任
の
事
実
が
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

持
さ
て
疑
問
の
五
人
で
あ
る
が
、
仙
巨
勢
麻
呂
の
任
鎮
東
将
軍
以
後
の
記
事

は
、
叙
正
四
位
上
、
授
従
三
位
、
任
中
納
言
、
現
地
よ
り
の
奏
言
、
亮
伝
、
と

家
な
っ
て
い
て
、
奏
言
よ
り
嘉
去
ま
で
の
期
間
は
四
ケ
月
足
ら
ず
で
あ
る
。
亮
伝

は
「
（
養
老
元
年
正
月
）
己
未
、
中
納
言
従
三
位
巨
勢
朝
臣
麻
呂
蕊
」
と
の
み

あ
っ
て
、
陸
奥
鎮
東
将
軍
の
肩
書
き
を
付
し
て
い
な
い
。
し
か
し
「
令
、
二
随
近

国
民
一
遷
二
於
出
羽
国
一
教
副
喰
狂
狄
一
兼
保
卿
地
利
．
こ
と
奏
上
し
、
か
つ
聴
許
さ

れ
た
将
軍
が
、
四
ケ
月
足
ら
ず
の
う
ち
に
転
勤
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
は
思
え

な
い
。
そ
の
施
策
の
成
功
が
刮
目
し
て
待
た
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
麻
呂
は
功
半

ば
に
し
て
現
地
で
死
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
も
っ
と
も
自
然
な
考
え
方

である。
④
藤
原
朝
臣
麻
呂
は
も
と
も
と
任
命
の
記
事
が
な
く
、
「
（
天
平
九
年
正
月
）

５

丙
申
、
詔
二
持
節
大
使
兵
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
、
．
：
…
等
一
発
斗
遣
陸
奥

国
己
と
あ
っ
て
、
彼
が
持
節
大
使
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
と
行
動
を

と
も
に
し
た
鎮
守
将
軍
大
野
朝
臣
東
人
は
、
天
平
十
二
年
（
七
四
○
）
九
月
、
藤

原
広
嗣
が
兵
を
起
こ
す
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
ち
に
討
広
嗣
大
将
軍
と
し
て
九
州

に
転
属
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
麻
呂
の
記
事
は
、
右
に
つ
づ
い
て
四
月
、
奏
の

言
の
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
接
し
て
亮
伝
が
来
る
、
「
（
天
平
九
年
七
月
）
乙

酉
、
参
議
兵
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
蕊
」
。
麻
呂
に
あ
っ
て
は
、
奏
言
か

ら
亮
去
ま
で
は
三
月
足
ら
ず
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
現
地
に
そ
の
生
を
終
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

⑨
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
の
任
鎮
守
将
軍
以
後
の
記
事
は
、
征
夷
促
進
の
勅

命
拝
受
、
俘
夷
追
討
、
任
参
議
、
勤
労
嘉
尚
の
勅
使
至
る
．
授
正
四
位
勲
三

等
、
「
（
宝
亀
七
年
七
月
）
壬
辰
、
参
議
正
四
位
上
陸
奥
按
察
使
兼
鎮
守
将
軍
勲

三
等
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
卒
、
贈
二
従
三
位
一
」
。
嘉
尚
の
勅
読
を
賜
わ
っ
て
か

ら
卒
去
ま
で
七
ケ
月
余
。
卒
伝
の
肩
書
き
に
し
た
が
っ
て
現
任
、
そ
し
て
現
地

で
の
卒
去
を
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

⑬
大
伴
宿
禰
家
持
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
⑦
百
済
王
俊
哲
を

先
に
す
る
。
任
鎮
守
将
軍
以
後
、
俊
哲
の
記
事
は
、
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
九

月
、
百
済
王
貴
命
の
卒
去
に
あ
た
っ
て
、
「
貴
命
従
四
位
下
陸
奥
鎮
守
将
軍
兼

下
野
守
俊
哲
之
女
也
」
が
文
徳
実
録
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
俊
哲
は
と
っ
く

に
死
ん
で
い
た
が
、
「
鎮
守
将
軍
之
女
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
俊
哲

も
現
任
の
ま
ま
で
死
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
家
持
。
家
持
を
考
え
る
う
え
で
、
も
っ
と
も
参
考
に
な
る
の
は
、
①
巨
勢

麻
呂
の
場
合
、
つ
づ
い
て
は
側
藤
原
麻
呂
の
場
合
で
あ
る
。
ａ
、
現
地
で
中
納

言
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
（
藤
原
麻
呂
の
参
議
任
命
の
時
期
は
不
明
）
。
ｂ
、
死

の
四
ヶ
月
前
（
藤
原
麻
呂
は
三
ヶ
月
前
）
に
中
央
政
府
に
奏
言
を
行
な
っ
て
い

る
。
ｃ
、
奏
言
の
す
ぐ
あ
と
に
蕊
伝
（
死
伝
）
が
く
る
。
ｄ
、
蕊
伝
（
死
伝
）



に
持
節
大
使
、
鎮
守
将
軍
等
の
肩
書
き
が
な
い
。
ｅ
、
死
去
の
月
が
正
月
（
巨

６

．勢
麻
呂
）
、
七
月
（
藤
原
麻
呂
）
、
八
月
（
家
持
）
と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
高
齢
者

の
死
亡
を
招
き
や
す
い
厳
冬
、
酷
暑
の
候
で
あ
る
、
等
等
の
諸
条
件
が
一
致
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
巨
勢
麻
呂
の
個
所
で
、
建
策
し
、
か
つ
聴
許
さ
れ
た
将

軍
が
四
ケ
月
足
ら
ず
の
う
ち
に
転
勤
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と

い
っ
た
が
、
特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
趣
は
家
持
の
場
合
に
も
そ
の

ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
家
持
の
建
言
は
「
許
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
も
巨
勢

麻
呂
同
様
、
無
能
の
将
軍
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
将
軍
た
ち
の
莞
伝

（
死
伝
）
の
肩
書
き
に
征
東
大
使
、
鎮
守
将
軍
の
文
字
の
な
い
の
は
、
た
ま
た

死
ま
共
通
し
て
そ
う
な
っ
た
ま
で
で
、
特
別
の
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

「
大
使
」
、
「
将
軍
」
の
呼
称
自
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
続
紀
の
記
法
は
、

の
必
ず
し
も
厳
密
な
統
一
の
も
と
に
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
重
要
な
の
は
、
奏

言
と
死
去
の
時
が
接
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
帰
京
・
転
勤
の
余
裕

持
は
な
く
、
彼
等
が
現
地
で
死
去
し
た
ろ
う
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
点
で
あ
る
（
現

地
死
去
の
点
は
、
や
や
余
裕
の
あ
っ
た
大
伴
駿
河
麻
呂
や
、
そ
の
間
の
事
情
の

家
不
明
な
百
済
王
俊
哲
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
）
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
大
使

・
将
軍
二
十
例
の
う
ち
五
例
に
帰
京
・
転
任
の
記
載
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

事
実
、
五
人
の
大
使
、
将
軍
が
帰
京
も
転
勤
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
巨
勢
麻
呂
も
藤
原
麻
呂
も
、
そ
し
て
家
持
も
、
持
節
大
使
、

鎮
守
将
軍
と
し
て
現
地
に
生
涯
を
と
じ
た
の
で
あ
る
。
現
地
陸
奥
、
出
羽
は
広

い
。
し
か
し
恐
ら
く
そ
れ
は
鎮
守
府
多
賀
城
に
お
い
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
家
持

の
死
は
、
残
暑
な
お
去
り
や
ら
ぬ
陰
暦
八
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。

一一一

死
後
家
持
を
襲
っ
た
不
幸
は
、
種
継
射
殺
事
件
に
関
係
あ
り
と
し
て
、
処
断

の
対
象
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
続
紀
に
よ
れ
ば
、
死
後
二
十
余
日
に
し
て
、

そ
の
屍
を
葬
ら
ざ
る
と
き
に
事
発
覚
し
、
案
験
し
た
と
こ
ろ
家
持
も
関
係
し
て

い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
死
後
二
十
余
日
間
、
連
坐
の
実
状
が

明
白
に
な
る
ま
で
、
埋
葬
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
亡
骸
の
処
置
を
暑
熱
の
候
に
二
十
余
日
間
も
放
置
し
て
お
く

り

二

と
い
う
の
は
、
鮪
に
落
ち
ぬ
。
結
局
、
罪
状
が
明
ら
か
に
な
り
、
「
由
ン
是

テ

キ

ヲ

ニ
セ
ラ
ル
二

追
除
ン
名
、
其
息
永
主
等
並
処
し
流
焉
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
最
後

の
部
分
は
、
家
持
の
死
後
処
理
の
問
題
、
本
稿
の
い
わ
ゆ
る
側
を
解
決
す
べ
き

重
要
の
個
所
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
十
四
の
漢
字
が
な
ら
ん
で
い
る
が
、
こ
の
な
か
で
文
意
を
左
右
す

る
の
は
「
並
」
の
文
字
で
あ
る
。
漢
和
辞
典
は
お
お
む
ね
、
「
竝
」
、
「
並
」
、

「
丼
」
同
字
で
、
①
み
な
、
と
も
に
、
②
つ
ら
な
る
、
の
意
だ
と
し
て
い
る
．
、

ま
ず
ま
ず
人
女
の
常
識
に
あ
る
理
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
①
と
と
る
か
、
②
と
と

る
か
に
よ
っ
て
、
全
体
の
文
意
が
は
な
は
だ
し
く
変
っ
て
く
る
こ
と
に
注
意
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
①
そ
の
息
永
主
ら
も
父
と
と
も
に
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
②
そ

の
息
永
主
ら
も
つ
ら
な
っ
て
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
①
で
あ
れ
ば
、

父
家
持
が
除
名
の
う
え
流
刑
に
処
せ
ら
れ
、
息
永
主
ら
も
同
様
に
流
刑
に
処
せ

ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
②
で
あ
れ
ば
、
父
家
持
は
除
名
さ
れ
、
息
永

主
ら
も
つ
ら
な
っ
て
（
か
つ
ま
た
）
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

（註４）

る
。
家
持
は
死
亡
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
①
か
ら
は
「
遺
骨
配
流
」
と
い

う
考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
、
②
の
と
り
よ
う
か
ら
は
、
家
持
は
除
名
さ
れ
た
だ

け
だ
と
い
う
刑
の
少
し
く
軽
い
結
果
が
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
こ
で
続
紀
の
な
か
か
ら
、
処
刑
に
関
す
る
文
章
で
、
「
並
」
の
字
を
使
用

し
た
個
所
を
さ
が
し
て
み
る
と
、

シ
テ

ス
ト
イ
フ
ニ

外
従
五
位
下
上
毛
野
朝
臣
宿
奈
麻
呂
等
七
人
、
坐
か
与
二
長
屋
王
一
交
通
，
一
、



迩処”ル流。象野垂碑虻月、）

黄
文
、
道
祖
、
大
伴
古
麻
呂
、
多
治
比
犢
養
、
小
野
東
人
、
賀
茂
角
足

。

ニ

テ

等
、
並
杖
下
死
、
…
…
信
濃
国
守
佐
伯
大
成
、
土
佐
国
守
大
伴
古
慈
斐

ハ

◎

二

チ

ニ人並便流一任国→蕨評霞需翫嘩跳月、一

ス

◎
二

と

ツ

既
斬
二
仲
麻
呂
、
丼
子
孫
、
同
悪
相
従
氷
上
塩
焼
、
恵
美
巨
勢
麻
呂
、

仲石伴、石川代人、大伴古薩、阿倍小路等→蕨癖権祷鄙唾延

テ

メ

ダ

カ

ダ

ピ

ズ

ル

ニ

ヲ

ヲ
パ

但
以
二
諒
闇
之
始
山
陵
未
ン
乾
、
哀
感
之
情
未
渥
忍
ン
論
ン
刑
、
其
川
継

シ

ク

ジ

テ

ヲ

シ

◎

二

ガ

ヲ

パ

ー
者
、
宜
丁
免
其
死
一
処
二
之
遠
流
（
不
破
内
親
王
丼
川
継
姉
妹
者
、
移
刺

ス配淡路国一。癒蠣嶮僻鯛鉦月、一

テ

◎
ニ

ヲ

フ

ニ

ヲ

。

死

捕
副
獲
大
伴
継
人
、
同
竹
良
卉
党
与
数
十
人
｛
推
副
墹
之
一
並
皆
承
伏
、

依ン法推断享或ハ斬シ或ハ流軍（蝿瀧廻琿伽朗か趣

の
の
ご
と
き
が
あ
り
、
「
並
」
の
字
の
意
味
重
さ
を
解
決
す
る
よ
す
が
と
な
る
。

し
か
し
抄
出
の
文
を
読
む
と
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
み
な
」
、

持
「
と
も
に
」
、
「
お
よ
び
」
（
最
後
の
も
の
も
日
本
語
の
接
続
詞
と
し
て
は
普
通

家
の
用
法
で
あ
る
）
の
範
囲
の
使
用
で
あ
っ
て
、
全
体
の
文
意
も
き
わ
め
て
明
蜥

で
あ
る
。
「
除
名
」
と
「
配
流
」
が
、
一
見
主
語
を
異
に
し
な
が
ら
、
し
か
も

相
か
か
わ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
あ
い
ま
い
さ
は
ど
こ
に
も
な
い
。
家
持

処
断
の
文
の
不
明
瞭
さ
は
、
じ
つ
は
、
死
伝
の
「
死
後
廿
余
日
」
以
下
の
行
文
全

体
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
強
い
て
い
え
ば
、
続
紀
筆
録
者
の
事
態
把
握
の
不

確
か
さ
、
そ
れ
以
上
に
、
事
件
そ
の
も
の
の
不
明
確
さ
を
さ
え
想
像
せ
し
め
か
ね

な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
家
持
の
死
、
ま
た
処
刑
の
実
態
を
未
確
認

の
ま
ま
に
放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
な
し
う
る
唯
一
の
こ
と
は
、
「
並
」

の
字
の
続
紀
処
刑
文
一
般
の
用
法
に
な
ら
っ
て
、
こ
れ
を
「
と
も
に
」
と
定
め

て
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。
「
其
息
永
主
等
」
と
の
み
あ
っ
て
、
前
掲
諸
文
の
よ

７

う
に
人
名
が
な
ら
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
「
み
な
」
の
訳
語
は

適
当
で
な
い
。
「
そ
の
息
永
主
ら
も
父
と
と
も
に
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
」
、
こ
の

よ
う
に
文
意
を
定
む
く
き
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
遺
骨
配
流
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
埋
葬
の
許
可
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
茶
砒
に
付
さ
な
け
れ
ば
ど

う
に
も
死
体
の
始
末
の
し
ょ
う
が
な
い
。
家
持
は
白
骨
に
は
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
永
主
ら
と
と
も
に
い
ず
こ
か
へ
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ

、

る
。
永
主
ら
の
ら
は
永
主
の
妹
な
ど
も
含
む
の
で
あ
ろ
う
か
。

家
持
、
永
主
の
父
子
が
本
位
を
恢
復
し
た
の
は
、
二
十
一
年
後
の
大
同
元
年

（
八
○
六
）
三
月
で
あ
っ
た
。

（
註
１
）
続
紀
宝
亀
十
一
年
十
月
の
条
・

（
註
２
）
大
同
二
年
四
月
、
文
室
綿
麻
呂
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
に

お
よ
ん
で
蝦
夷
ほ
ぼ
平
定
し
、
こ
れ
よ
り
こ
の
職
も
ま
た
置
か
れ
な
く

な
っ
た
。
元
暦
元
年
（
二
八
四
）
正
月
、
源
義
仲
京
都
に
入
る
や
、

征
夷
大
将
軍
の
宣
旨
を
給
わ
っ
た
が
、
こ
れ
以
後
征
夷
大
将
軍
は
虚
職

と
な
る
の
で
あ
る
。

（
註
３
）
早
く
明
治
二
十
四
年
に
田
中
義
成
氏
が
こ
れ
を
疑
っ
て
い
る
旨

を
、
坂
本
太
郎
博
士
が
報
じ
て
お
ら
れ
る
（
日
本
全
史
２
、
古
代
Ｉ
ｏ
）

（
註
４
）
尾
山
篤
二
郎
氏
「
大
伴
家
持
の
研
究
」
。


